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論文の内容の要旨
　ストラメノパイルは，独立栄養性の黄色植物のほか，腐食あるいは寄生性の卵菌類，寄生性のオパリナ類，
捕食性の鞭毛虫など，体制や生育環境，栄養様式が異なる生物群で構成される。真核生物の巨大系統群であ
るが，伝統的な生物分類体系では複数の異なる生物群として扱われ，1980年代後半に至って単系統群とし
て認識されたものである。ストラメノパイルの進化の初期に無色の系統群が分岐し，その中のあるものが二
次的に葉緑体を獲得することで黄色植物が生じたと考えられている。しかし，ストラメノパイルの初期系統，
初期進化を推定する上で重要な位置を占める無色ストラメノパイルについては，基礎的知見が確立されてい
ない。なかでも，ストラメノパイル鞭毛虫は，記載レベルの研究から開始する必要がある。このような状況
を背景に，本論文では，ストラメノパイルの系統，および形態形質の進化を推定するために，ストラメノパ
イル鞭毛虫の株を確立するとともに，それらの微細構造と18SrDNA系統解析を行い，以下の成果を得てい
る。
1）ビコソエカ類Cψ妙ゴ〃o励召喀㈱ゐの微細構造を解析し，鞭毛根R3が，L字状配列の微小管と1本の
　微小管x管で構成され，外側と内側の2つのループに分かれ再び合流すること，2つのループの問に捕
　食口と思われる陥入部が存在することを明らかにした。一部の黄色植物でも食作用にR3が関わること
　から，R3食作用がストラメノパイルの共通の食作用であると考察される。
2）ストラメノパイルの固有形質である管状マスチゴネマをもたず，所属不明鞭毛虫として扱われていた
　C鮒肋肋∫μ舳1㈱は，細胞表面にループ状に突出した捕食口をもち，多数の微小管からなるR3で支
　持されていた。鞭毛装置は，C舳伽昭㈱ゴ∫のそれと類似していた。18S　rDNAによる系統解析の緒果，
　cμ舳1㈱とビコソエカ類の4種が単系統であることが示された。以上から，c力舳〃㈱はビコソエ
　カ類に属し，管状マスチゴネマを二次的に失った生物であると結論づけた。
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3）1995年に記載されたDωθ肋αツθ肋には不明な点が多い。D舳1oμツ9肋sp．を用いて微細構造解析を行い，
　前鞭毛の管状マスチゴネマは不等長の2本の先端毛をもつこと，R3はU字状に配列した！0本の微小管
　で構成され，二分岐するなどストラメノパイル特有の鞭毛装置をもつこと，を明らかにした。捕食口は
　観察できなかったが，2分岐の艮3をもつことから，R3食作用が存在すると結論づけた。
4）未記載の鞭毛虫2種肋肋α肋舳妨とHαo倣αoψ妙タo畑∫を記載した。これらは，鞭毛移行部の2重ら
　せん構造，管状マスチゴネマの不等長2本先端毛，U字状配列のR3，R3食作用などの点で共通していた。
　18S　rDNA系統解析から，これらはビコソエカ類や卵菌類などと同様，綱以上の階級の分類群に相当す
　る単系統群であり，ストラメノパイルの初期系統群の一つであることが示された。以上から，豚1舳肋
　と〃ψ玄〃o畑∫から構成される新綱，プラシディア綱を提唱した。
5）微細構造と18S　rDNA系統解析から，鞭毛移行部の2重らせん構造，U字状配列のR3，R3食作用，管
　状マスチゴネマの不等長2本の先端毛は，ストラメノパイルの原始形質であると考えられる。
6）ビコソエカ類はR3がL字状に配列した微小管束とそれに付随する減berから構成されることで特徴づ
　けられる。
　以上をもとに，以下の総合考察を行っている。五）黄色植物は，系統の末端の系統群である。2）他の系
統群は，初期に栄養様式，生育環境，体制の異なる様々なグループに分化した。1），2）は従来の見解を支
持する。3）鞭毛装置，鞭毛移行部らせん構造，管状マスチゴネマは，クレード内での保存性が高くクレー
ド問で差異がある。特に，R3は微小管数や配列，細胞内での配行にクレードごとに特徴が見られ，クレー
ドの定義に有効である。4）R3食作用は，原始的クレードから派生的な黄色植物にまで維持されている。5）
原始的ストラメノパイル生物が管状マスチゴネマを獲得したことで，鞭毛打によって生じる水流が逆転して
細胞にえさ粒子を引き寄せるようになり、その結果，水流を受け止める細胞部位に位置するR3が捕食口を
支持するようになったと推測される。
審査の結果の要旨
　ストラメノパイル鞭毛虫は，普通に水界に存在すると考えられ，水圏生態系でも大きな役割を果たしてい
ると思われる。これらの生物の培養株を確立し，微細構造と遺伝子の情報を蓄積していくことは，様々な生
活様式に適応することで巨大真核生物群を確立したストラメノパイルの全体像を理解する上で不可欠であ
る。本論文はその先駆けの一つとなる研究と位置づけることができる。日本においてははじめてのストラメ
ノパィル鞭毛虫の研究である。新綱プラシディア綱を新たに発見，記載するなど，本論文で得られた分類学
上の成果は大きい。また，微細構造の比較解析と分子系統解析から，ストラメノパイルの原始形質を明らか
にし，形質進化の点からストラメノパイルの全体像を解釈する道を拓いた点は高く評価できる。
　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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